
 

シミュレーション基礎（4） 
 

第２章 すべては行列から #2 



処

号

※ C言語行番号や列番号は0から始まるのに対し， 

MATLABでは1から始まる． 



変

処



処



号

Aの1行目と4行目
を取り出す 

Aの2列目と3列目
を取り出す 

Aの1行目4行目 
の2列目と3列目を
取り出す 

処  
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抜
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毎

対
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数関数

対数関数

対数関数

関数

数



処

A=logspace(1,4,4) 

 

y = logspace(a,b,n) は、 

10^a と 10^b の間で n 点作る 

 

B=log10(A) 

 

 

A=[1:3;4:6;7:9] 

B=sqrt(A) 

 

数



11 12 13

12 22 23

13 23 33

10 5 1

5 5 7

1 7 40

  

  

  

   
   


   
     

練習 （固有値，固有ベクトルを求める） 

行列[σ]が次式で定義されるものとする 

この行列の固有値と固有ベクトルを求め
なさい 

プログラム例 

  

実行すると次の結果を得る． 

Q = 

   -0.4730    0.8789    0.0623 

    0.8692    0.4538    0.1964 

   -0.1443   -0.1470    0.9785 

S = 

    1.1169         0         0 

         0   12.4147         0 

         0         0   41.4684 

  

Qの各列が固有ベクトルを，また対応す
るSの対角項が固有値を表す． 

 

（固有値を主応力と呼ぶ 

 固有ベクトルはその向きを表す） 

 a=[10 5 1; 5 5 7; 1 7 40] 

 [Q,S]=eig(a) 



対角項の和(trace) 

練習 

行列[A]=[1 2 3; 4  5 6;  7 8 9] 

の対角項の和を取りなさい 

（この演算はトレースと呼ばれる） 

b=sum(diag(A)) 

または 

trace(A) 

練習 

行列[B]=[4  4  6;  1  2 3;  5 8 5]のとき 

左で定義したAを用いて以下の計算を行いなさい 

(1) trace(ATB) 

(2) trace(ABT) 

(3)trace(BAT) 

(4)trace(BTA) 

 

なお、trace(ABT)は A:Bと書く 

前ページの[σ]のtraceを計算しなさい。 

練習 

プログラム例 

 

a=[10 5 1; 5 5 7; 1 7 40] 

s=trace(a) 

 

（備考： s/3 は静水圧と呼ばれ応力の 

普遍量のひとつである） 
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• 数 揃 関数
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• 号 変 関数
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小数を四捨五入し整数として文字列にする関数 : int2str() 

指定された桁数文字列にする関数  :   num2str( , ) 

 

数値 変



• 数 変 関数

文字列を数値に変換する



• 数 数 数 変 関数

数 数
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基底変換



• 数 変 関数

• 数 変 関数

•

• 読 数 数 戻

文字列を実行する


